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経営協議会議事要録（第７９回） 

 

日 時：令和４年３月２４日（木）１５時００分から１６時３１分 

場 所：岩手大学事務局第一会議室及びオンライン会議 

出席者：磯 田 文 雄  委員（花園大学学長） 

小 野 昭 男  委員（小野食品(株)代表取締役） 

榧 野 信 治  委員（(株)テレビ岩手代表取締役社長） 

菊 池   哲  委員（岩手県副知事） 

國 井 秀 子  委員（芝浦工業大学客員教授） 

澤 藤 隆 一  委員（一祐会電気電子情報科会東京支部相談役） 

    田 口 幸 雄  委員（(株)岩手銀行代表取締役頭取） 

千 田 ゆきえ  委員（(株)千田精密工業代表取締役） 

小 川   智  委員（学長） 

藤 代 博 之  委員（理事（総務・企画・評価・広報担当）・副学長） 

喜 多 一 美  委員（理事（教育・学生・IR担当）・副学長） 

水 野 雅 裕  委員（理事（研究・産学連携・地域創生担当）・副学長） 

佐々木   強  委員（理事（財務・労務担当）・事務局長） 

    加 藤 裕 一  委員（理事（経営企画担当）） 

 

陪席者：比屋根哲（副学長(総合科学研究科・生涯学習担当)、藪 敏裕（副学長(国際連携・RTGC 担

当)）、宮本ともみ（副学長(ダイバーシティ・環境マネジメント担当)、山本欣郎（副学長(情

報統括・図書館担当)）、阿部 健（監事）、横山英信（人文社会科学部長）、宇佐美公生（教

育学部長）、八代 仁（理工学部長・理工学研究科長）、伊藤菊一（農学部長）、上村松生

（連合農学研究科長）、宇塚雄次（獣医学研究科長）、山口敬一（学務部長）、早川浩之（研

究・地域連携部長）、佐藤美樹（法人運営部長） 

 

 議事に先立ち、前回議事要録について原案のとおり確定することとした。 

 

 

議 題 

１．国立大学法人岩手大学役員等体制について 

  学長から、国立大学法人岩手大学次期役員等体制について諮る旨が述べられ、資料に基づき、令

和４年４月１日から理事を５名、副学長を４名選考したことの説明があり、審議の結果、原案のと

おり了承された。また、国立大学法人岩手大学経営協議会委員について確認し、学長から、現在の

学外委員８名に継続して就任することをご了承頂いたことへの謝辞が述べられた。 

なお、学長から、令和４年度は、株式会社ＮＴＴドコモ相談役の吉澤和弘氏に「岩手大学顧問」

を委嘱し、本学の教育研究及び経営に関する諸課題や重要事項について、総合的・専門的見地から

助言を頂く予定であるとの報告があった。 
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２．国立大学法人岩手大学職員就業規則等の一部改正について 

  学長から、国立大学法人岩手大学職員就業規則等の一部改正について諮る旨が述べられ、次いで、

佐々木理事・事務局長から、資料に基づき、提案理由及び改正案等について説明があり、審議の結

果、原案のとおり了承された。 

なお、学長から、本件については３月２９日開催の役員会で決定し、令和４年４月１日から施行

する旨の付言があった。 

 

３．令和４年度予算案及び第４期中期目標期間における財務見通し案について 

学長から、令和４年度予算案及び第４期中期目標期間における財務見通し案について諮る旨が述

べられ、次いで、佐々木理事・事務局長から、資料に基づき、「令和４年度岩手大学予算編成方針」、

「令和４年度学内配分予算」及び令和４年度「成果を中心とする実績状況に基づく配分」の評価結

果について説明があった。また、第４期中期財務見通し（案）の説明があり、「財務の安定・改善

のポイント」を踏まえながら毎年改善していきたいとの付言があった。 

審議において、収入を増やすための方策や附属学校に関して意見交換が行われた。 

審議の結果、原案のとおり了承された。 

 

４．その他 

なし 

 

 

報  告 

１．学務関係等報告について 

喜多理事・副学長から、資料に基づき、学生の課外活動、学生表彰及び令和４年度入試の実施状

況（学部・大学院）について報告があった。また、本学独自の博士課程進学者を支援するための給

付型の奨学金制度を始めたことについて紹介があり、博士課程への進学者を増やしていきたいとの

付言があった。 

 

２．その他 

なし 

 

 

意見交換：「岩手大学ビジョン２０３０ アクションプランについて」 

 学長から、意見交換資料１は、本会議でご意見を頂きながら策定し文部科学省へ提出した「第４

期中期目標・中期計画」に６年間のアクションプランを加えたもの、意見交換資料２は、岩手大学

の１０年後を見据えた目標及び具体的な計画を纏めたものであるとの説明があった。次いで、藤代

理事から、アクションプランやロードマップは、毎年チェックしながら状況に応じて修正していく

予定であるとの説明があった。 

また、学長から、次回以降の本会議でさらに意見交換をしていきたいとの付言があった。 

 

最後に、学長から、本会議を閉会する旨が述べられ、次回は令和４年６月２２日（水）に経営協

議会を１５時から、学長選考会議を１６時３０分から開催することが述べられた。 


